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結果と考察のページでは

「音がなるのはどこだと思う？」
「ここは鳴るかな？」

「この端は鳴らないよ！」
「小さくなるかも。」
「ひものところも鳴らないかも。」
「きっと真ん中が一番いい音だよ。」
「鳴る時間に違いがあるかも。」

見通しをもった活動から、たくさんの気付きが生まれた

＜考察＞
児童の画面にはトライアングルのイラストが表
示されていて、そこに自分の思いを書き込んでい
く。一人一人の児童が考えをもって活動に入る
ことが必要なので、書き込みを開始してから、入
力が進んでいない児童に着目した。教員の端
末では全児童の画面を同時に表示できるので、
児童の困りの把握が短時間で可能である。困
りを抱えていた児童のところへ行き、トライアング
ルの間が空いている部分を指さしながら「ここは
鳴るかな？」と発問した。すると児童は「この端
はならないんじゃないかな？」と自分なりの考え
をもつことができた。この児童は予想を書く段階
では苦労していたが、活動の中で着目する点を
見付けることができ、それを足掛かりに色々な発
見をすることができた。そして結果や考察ではた
くさんの発見を書くことができた。
困っている児童の見取りから、教師の関りを通
して、たくさんの気付きを生むことができた。

児童同士がお互いの画
面を見合うこともでき、
意見を比べ新たな気付
きも生まれやすい。

３年生の理科では、音の性質についての学習がある。
物から音が出たり伝わったりするとき、物は震えているこ
とや、音の大きさが変わるとき、物の震え方が変わるこ
となどを学ぶ。
単元の最初では、トライアングルの音を鳴らしてみる

活動を行うが、音を鳴らすことに夢中になるのではなく、
音が鳴っている物に注目することが必要となってくる。そ
こで、児童が音を鳴らしてみる前に、学習支援ソフトで
音を鳴らしたときの物の様子について予想を立ててみた。


